
令和 7 年度 「全国学力・学習状況調査」結果の概要 

 
１ 調査の概要 

(1)調査の目的 

① 義務教育の機会均等とその水準の向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習

状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

② 教育委員会、学校等が全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策の成

果と課題を把握し、その改善を図るとともに、その取組を通じて、教育に関する継

続的な検証改善サイクルを確立する。 

③ 各学校が、各児童生徒の学力･学習状況を把握し、教育指導や学習の改善等に役立

てる。 

 

(2)実施日   令和 7 年 4月 17 日(木) 

 

(3)対象学年  小学校第６学年、中学校第３学年 

 

(4)本市の実施状況 

① 実施校      小学校 ７校  中学校 ４校 

② 参加児童生徒数  児童 337 人  生徒 297 人 

 

(5)実施教科   国語、算数・数学、理科 

 

(6)調査内容 

  ①児童生徒に対する調査 

ア  教科に関する調査 小学校；国語、算数、理科  中学校；国語、数学、理科 

    (ア) 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生

活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知

識・技能等 

（イ） 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための

構想を立て実践し評価・改善する力 

イ 質問紙調査 

     学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 

      主な調査項目は、以下のとおり 

      １ 基本的生活習慣等 

      ２ ICT を活用した学習状況、情報リテラシー 

      ３ 健康面、自己肯定感、相手意識等 

４ 自己有用感、先生（大人）との関係性、友人関係等 

５ 家庭での生活、ICT 機器の利用 

６ 授業の場面、課題解決等 

７ 総合的な学習の時間、学級活動、特別な教科 道徳 

８ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語） 

９ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（算数 数学） 

10 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（理科 英語） 

11 今回の学調に関わること（国語、算数・数学、理科） 

  ②学校に対する調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備 



の状況等に関する質問紙調査を実施。 

 

２ 結果の概要 

 (1)教科に関する調査結果の概要 

【小学校】 

  本市の平均正答率は、調査対象学年の小学 6 年生の国語・算数・理科において全国平均 

より低い。県平均との比較では、国語と理科が 1％低く、算数では 3％低かった。 

教科ごと県平均を下回った区分域に着目すると、国語は「情報の扱い方に関する事項」

算数は「測定」「データ活用」理科は「エネルギーを柱とする領域」であった。 

 【中学校】 

  本市の平均正答率は、調査対象学年の中学 3 年生の国語・数学・理科において全国平均

では、国語と数学において 1-2％低く、理科は 0.1％高かった。県平均との比較では、

国語が 2％低かったが、数学と理科はほぼ同％であった。 

  県平均を下回った国語の区分域に着目すると「資料から言葉や文をとりあげ、理由を書

き出す」「文章表記の仕方を説明する」であった。 

 (2)生活習慣や学習指導要領に関する質問祇調査結果(児童生徒に対する調査)の概要 

  質問紙調査項目 

 ・小学 6 年生…71 項目及び国・算・理それぞれ 2 項目計 6 項目 全 77 項目 

   ・中学 3 年生…70 項目及び国・数・それぞれ 2 項目計 4 項目  全 74 項目 

以下、主な調査結果は次の通り。 

※数値は質問に対して「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計(下段は全国平均) 

  ※ ＼線は、前年度質問項目なし又は前回と集計が違う項目   

 

①  基本的生活習慣 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R 7 年 度 R 6 年 度 R 7 年 度 R 6 年 度 

1 朝食を毎日食べていますか 94.5 

(93.7) 

93.0 

(93.7) 

92.0 

(91.2) 

92.8 

(91.2) 

2 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 80.4 

(81.9) 

83.9 

(82.9) 

82.3 

(81.0) 

89.2 

(80.7) 

3 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 92.1 

(91.0) 

91.7 

(91.6) 

93.3 

(92.6) 

95.2 

(92.5) 

 

○「毎日朝食を食べていますか」「同じくらいの時刻に就寝起床していますか」 

・朝食を食べているかという問いに対して、昨年比が小 6 年生で 1.5%上回り、中 3 年

生で 0.8％下回った。就寝時刻がある程度決まっているかという問いに対しては、昨

年比が小 6 年生で 3.5％、中 3 年生で 6.9％いずれも下回った。また起床時刻を見る

と、小 6 年生で 0.4%上回り、中 3 年生で 1.9％下回った。中学生における就寝起床

時刻が朝食にも響き、生活リズムの乱れを示唆しているとするならば、その要因を探

るとともに、健康の保持・増進の 3 原則『睡眠・食事・適度な運動』について具体的

な例を示した指導支援が必要となる。 

 

②  ICT の利用等 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R7 年度 R6 年度 R 7 年 度 R 6 年 度 

4 学校の授業以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当た 40.5 51.2 30.5 40.4 



りどれくらいの時間、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機

器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に

使う時間は除く）※30 分以上をカウント 

(42.5) (44.2) (31.6) (36.4) 

5 あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章

を作成する（文字、コメントを書くなど）ことができる

と思いますか 

80.6 

(81.8) 

 83.6 

(83.6) 

 

6 あなたは自分がインターネットを使って情報を収集す

る（検索する、調べるなど）ことができると思いますか 

88.8 

(89.8) 

 94 

(91.5) 

 

7 あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使っ

て情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを

使ってまとめる）ことができると思いますか 

59.5 

(69.3) 

 68.3 

(63.3) 

 

○「授業以外の時間(家庭学習を含む)に ICT を活用した学習に利用しているか」という問い

に対し、小・中学生ともに昨年比が 10％下回っている。全国比も下回る傾向を示してい

るが、5％以内に留まっていることから、要因を探る必要がある。 

○ICT 機器を活用して「文章の作成、情報収集できるか」という問いに対し、概ね全国平均

と同じ数値となっている。小学校における情報整理が全国平均よりも 10％下回っている

ところについては、ICT を活用した情報整理の学習材が少ないことも要因としてあげら

れる。今後、ICT 活用のステップアップのために小学生における情報整理がより必要とな

ってくる。 

 

③ 自己肯定感、相手意識等 

番

号 

        質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R 7 年 度 R 6 年 度 R 7 年 度 R 6 年 度 

8 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にい

つでも相談できますか 

66.2 

(70.6) 

 77.6 

(73.2) 

 

9 自分には、よいところがあると思いますか 88.2 

(86.9) 

86.9 

(84.1) 

87.0 

(86.2) 

87.8 

(83.3) 

10 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思い

ますか 

92.7 

(92.2) 

94.8 

(89.9) 

93.6 

(92.2) 

91.6 

(90.4) 

11 将来の夢や目標を持っていますか 81.9 

(83.1) 

83.2 

(82.4) 

67.9 

(67.5) 

67.0 

(66.3) 

12 人が困っているときは、進んで助けていますか 94.8 

(93.7) 

93.6 

(91.6) 

94.7 

(90.9) 

90.2 

(87.1) 

13 いじめはどんな理由があってもいけないことだと思い

ますか 

96.7 

(97.2) 

97.9 

(96.9) 

97.6 

(95.9) 

93.3 

(95.5) 

 

〇困った時に学校職員に相談できるかという質問に対し、市内中学生の 77％以上「相談で

きる」と答えている。こと、小学生については全国平均より 4％下回ってはいるが、帰宅

後、保護者に相談をしている実態がある。今後も「一人で悩まない」「悩んでいる児童生

徒を大人が察知できる環境づくり」に努めていくことが重要となる。 

〇「自分にはよいところがあると思うか」という問いに全校平均は昨年比で上回る傾向にあ

る中、市内小中学生は。昨年比とほぼ同等となった。また「先生は、あなたのよいところ

を認めてくれていると思いますか」の問いに対し、2 年連続で全国比を上回っている。教

職員が子どもたちのよさを見出していることが児童生徒にも伝わっているといえる。各

校においても自校のモチベーションとなる「児童生徒のとらえ方」を見出し自覚し継続し

たい。 



○「将来の夢や目標」について市内中学生は全国・全県的にも高く、かつ昨年よりも上回る

傾向にある。中野市主催の「夢の教室」の支援もあり、「自分の未来」に期待をもつ児童

生徒がいるといえる。この期待が「乗り越えるエネルギー」となっていく支援を進めたい。 

 

④ 自己有用感、友人関係等 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R 7 年 度 R 6 年 度 R 7 年 度 R 6 年 度 

14 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 96.4 

(96.4) 

96.3 

(95.9) 

98.0 

(96.6) 

96.3 

(95.2) 

15 学校に行くのは楽しいと思いますか 84.6 

(86.5) 

84.4 

(84.8) 

86.6 

(86.1) 

82.5 

(83.8) 

16 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思います

か 

77.7 

(78.1) 

77.2 

(75.8) 

74.6 

(79.2) 

76.4 

(76.2) 

17 友達関係に満足していますか 92.5 

(91.7) 

94.8 

(91.1) 

95.0 

(92.0) 

89.6 

(90.1) 

18 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくら

いありますか 

93.4 

(93.0) 

94.5 

(91.7) 

90.3 

(91.6) 

89.2 

(89.8) 

19 分からないことや詳しく知りたいことがあった時に、自

分で学び方を考え、工夫することはできていますか 

85.2 

(81.7) 

83.0 

(80.7) 

78.3 

(77.5) 

80.5 

(78.6) 

20 地域や社会をよくするために何かしたいと思いますか 79.2 

(81.3) 

82.7 

(83.5) 

72.6 

(75.3) 

78.4 

(76.1) 

21 読書は好きですか 73.4 

(69.7) 

 57.8 

(61.6) 

 

 

○「人の役に立つ人間になりたい」と考える中学生が昨年比を上回り、かつ全国的にも高い

数値を示している。しかし、この意識が、⑳「地域や社会をよくするために何かしたい」

意識に重なってくるまでには至っていない。このことは親から育てられる暮らしの中で

備わった感覚といえる。より能動的かつ主体的な意識へ転換されていくことを期待した

い。その一手として、小学校における地域学習(含む社会見学)、中学校における職場体験

学習から社会貢献へ触手を伸ばすきっかけとしたい。 

○「学校に行くのは楽しい」と答える児童生徒が昨年比を上回っている。⑯「他者の意見を

考える楽しみ」であったり、⑰「友達関係に満足」していたりすることが、学校を楽しく

居場所あるものとする一因といえる。一方、他者の考えを受け入れ難いと感じたり、友達

との距離感をつかめず苦しんだりする児童生徒が学校に足が向かず不登校傾向にあるこ

とも現実としてある。一人一人の多様性を受けいれていく学校の変容の在り方を探るこ

とが急務となっている。 

 

⑤ 授業の場面 課題解決等 

番 

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R 7 年 度 R6 年度 R 7 年 度 R6 年度 

22 5 年生（中学 1 年～2 年のとき）までに受けた授業では、

課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでい

ましたか 

82.5 

(80.3) 

86.9 

(81.9) 

80.3 

(77.7) 

83.9 

(80.3) 

23 5 年生（中学 1 年～2 年のとき）までに受けた授業では、

各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えを

まとめる活動を行っていましたか 

77.7 

(77.8) 

85.4 

(79.6) 

72.3 

(70.6) 

82.1 

(75.4) 



24 5 年生（中学 1 年～2 年のとき）までに受けた授業は、

自分に合った教え方、教材、学習時間などになっていま

したか 

85.8 

(83.4) 

86.9 

(84.3) 

82.6 

(79.3) 

83.5 

(80.9) 

25 学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることがで

きていますか 

82.4 

(84.9) 

90.6 

(86.3) 

84.9 

(84.7) 

85.9 

(86.1) 

26 学習した内容について、分かった点や、よく分からなか

った見直し、次の学習につなげることができていますか 

79.8 

(79.4) 

85.4 

(80.8) 

74.9 

(73.4) 

77.1 

(77.9) 

27 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考

えたり、生かしたりすることができると思いますか 

81.6 

(82.5) 

86.8 

(83.7) 

74.9 

(74.8) 

78.7 

(79.0) 

28 先生は、授業やテストで間違えたところや、理解してい

ないところについて、分かるまで教えてくれていると思

いますか 

90.4 

(87.4) 

91.1 

(87.9) 

86.3 

(83.8) 

86.9 

(84.9) 

29 授業や学校生活では、友だちや周りの人の考えを大切に

して、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでい

ますか 

92.8 

(91.9) 

95.7 

(91.6) 

92.3 

(91.9) 

89.6 

(92.3 ) 

 

〇㉒「課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む」ことは中野市として特に大切に

したい観点であるが、全国平均を上回っているが、昨年比では小中学生ともに下回った。 

㉓「各教科で学んだことを生かしながら自分の考えをまとめる活動を行っている」ことと

も関連しており、小中生ともに昨年比を下回っていることから、「私はこう思う」と意思

を明確にし、自ら動くことへのハードルの高さを表しているといえる。 

 これに対しては複線的なアプローチが望まれる。 

例えば、①同一の価値観をもった集団から多様な価値観をもった集団の認知(周囲を気に

せず動いてよいという肯定的な発想②自分で考え、取り組むためのイメージ化(初めての

取りかかる児童生徒が取り組みやすくするための一工夫)③主体的に考え、動くことの喜

びを感受させるための手だて(自分を知り、自分のやり口を見出す喜びを知るスモールス

テップ) 

○㉘「先生は授業やテストで間違えたところや理解していないところについて、わかるまで

教えてくれているか」という問いについては、昨年比、全国比とも小中学生の回答は上回

っている。子どもたちの困り感に寄り添った教師の立ち位置の努力といえる。今後は、わ

からないところ、間違ったところを補い合える友達の関係づくりを深めたい。 

 

⑥ 総合的な学習の時間、学級活動、特別な教科 道徳 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R 7 年 度 R6 年度 R 7 年 度 R6 年度 

30 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集

め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取

り組んでいますか 

78.9 

(82.3) 

78.4 

(81.3) 

77.9 

(79.5) 

85.8 

(82.2) 

31 あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級

会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を

決めていますか 

83.7 

(83.3) 

89.9 

(84.2) 

84.6 

(84.3) 

84.5 

(86.3) 

32 学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分

が努力すべきことを決めて取り組んでいますか 

84.3 

(80.8) 

89.0 

(82.5) 

81.0 

(77.3) 

79.8 

(80.6) 

33 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグルー

プで話し合ったりする活動に取り組んでいますか 

89.2 

(88.0) 

92.1 

(88.2) 

93.0 

(91.5) 

90.2 

(91.7) 



 

○㉚総合的な学習については、各学校で題材等工夫し実践している。小学校における昨年比

は、若干であるが上回る傾向にあるが、全国比では昨年同様下回っている。一方、中学校

においては、昨年度全国比を 0.2%上回ったが、本年度は 7.9％下回った。全国平均も昨年

度と本年度比は下回る傾向にある。全国比の考察は今後を待つことになるが、中学校にお

ける総合学習が課題解決的な学びとなっているか、また活動発表が目的の総合学習にな

っていないかを見直していくことが必要と考える。 

いずれにしても、『課題設定』『情報収集』『課題解決』『発信』等のつけるべき力を、各教

科と関連づけながら総合的な学習を通して培いたい。 

○㉛「学級生活をよりよくするために互いのよさを生かして解決方法を決めているか」につ

いて、小学校の昨年比が 6.2%下回った。一方中学校は 0.2%上回った。小学校における数

値を㉜と合わせて考察するに、客観的な学級における課題の導き出しと、そのための自ら

に課す課題にずれがあるのではないかと推察される。 

 今後、「私はどうするか」「やってみてどうだったか」という視点で考えていくことのでき

る追究の在り方と継続的な考察が必要といえる。 

○㉝「自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動」についても小学校

は昨年比を下回った。一方中学校においては上回っている。㉚～㉜の問題とも関連付けて

考えるに、小学校は自分に落とし込んでいく学びが十分でなかったり、「確かにそうして

いる」と個々の児童が認識(納得)するに至っていなかったりしているのではないかと推察

される。自分の言動がどういう意味をもつのか、自己認識できるようにするためにも、学

校生活、家庭生活及び地域との生活を通して、道徳的な価値を起点に、道徳的実践力を身

につけられるよう努めたい。 

 

⑧ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語） 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R 7 年 度 R6 年度 R 7 年 度 R 6 年 度 

34 国語の勉強は好きですか 57.7 

(58.3) 

61.9 

(62.0) 

49.9 

(57.9) 

67.0 

(64.3) 

35 国語の授業の内容はよく分かりますか 81.9 

(82.8) 

87.5 

(86.3) 

82.0 

(77.0) 

87.2 

(82.7) 

36 （小）国語の授業で、違う点や似ている点を意識したり、

図で示したりしながら、情報を整理していますか 

（中）国語の授業で文章を読み、その文章の構成や展開

にどのような効果があるのかについて、根拠を明確にし

て考えていますか 

78.9 

(79.1) 

80.2 

(78.3) 

74.6 

(74.0) 

79.5 

(78.7) 

37 （小）国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたり詳

しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように工夫

して文章を書いていますか 

（中）国語の授業で、文章を書いたあとに、読み手の立

場に立って読み直し、語句の選び方や使い方、文や段落

の長さ、語順などが適切かどうかを確かめて文章を整え

ていますか 

 81.8 

(81.8) 

85.4 

(83.2) 

71.5 

(73.6) 

74.4 

(76.7) 

〇㉞㉟「好きか」「内容はよく分かるか」の項目は昨年に引き続いての質問である。昨年比

で小学校は 4.2%中学校は 17.1％下回っている。全国比も下回る傾向を示しているが、本

市はその下回り幅が大きいことから国語の授業に対する興味や理解に課題がある。 

○㊱小学校では「類似点相違点を意識して情報整理ができているか」、中学校では「文章構



成や展開に効果があるのかについて、根拠を明確にして考えているか」という問いとなっ

ている。 

 この点について、小中学校とも昨年比より下回っているが、本年度の全国比では、ほぼ同

じ数値といえる。このことから、「文章を読み解く」「文章の構成を理解し、根拠を読み解

く力」は定着しつつあると判断できる。 

○㊲小学校では「自分の考えが伝わるように目的に応じて文を要約して記述したり、詳細に

記述する力」を問うており、中学校では「文を書いたあと、読み手の立場に立って読み直

し、文を整えることができるか」という問いになっている。この点について、小中学校と

も昨年比を若干下回っているが、全国比ではほぼ同数値となっている。このことから、「文

章の構成(語句の選定、段落の長さ、語順 等)を考えて、作文する力が全国平均であると

いえる。今後、さらに定着、向上を図るために、作文すること、文章構成を意識しながら

読書することなど、日常的に活字にふれていく機会を増やしたい。 

 

⑨ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等算数（数学） 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R 7 年 度 R6 年度 R7 年度 R6 年度 

38 

 

算数(数学)の勉強は好きですか 61.1 

(57.9) 

65.9 

(61.0) 

52.8 

(53.8) 

62.6 

(67.2) 

39 

 

算数(数学)の授業の内容はよく分かりますか 79.2 

(78.3) 

85.9 

(82.1) 

79.6 

(70.3) 

77.1 

(75.7) 

40 算数（数学）の問題の解き方が分からない時は、あきら

めずにいろいろな方法を考えますか 

87.6 

(82.3) 

88.7 

(83.3) 

76.6 

(76.2) 

78.8 

(78.1) 

41 (小)小数や分数の計算をするとき、工夫して計算しよう

としていますか 

(中)文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、書かれ

ていることを理解することができますか 

79.8 

(80.6) 

 68.9 

(67.1) 

 

〇㊳㊴「好きか、内容はよく分かるか」の質問について（そう思う・どちらかというとそう

思う）の割合が小学校では昨年比より 4.8%下回っている。中学校においては、好きかとい

う問いには「そうでない」とする回答が 9.8%であったのに対し、授業の内容が理解できる

かという問いについては、昨年比 2.5％上回り、全国比を 9.3％上回る結果となった。 

○㊵「あきらめずにいろいろな方法で問題を解いているか」という問いに対し、小中学校と

もに昨年比及び全国比を若干下回っている。一昨年度の 7％下回った結果と比べると、「あ

きらめずに考え続けている児童生徒が増加した」といえる。今後も多面的、重層的な思考力

向上を求めていきたい。 

○㊶知識理解を問う課題に対し、小中学校ともに全国比とほぼ同数値か、中学校は上回る傾

向にある。ただし、この数値にたよることなく、児童生徒一人一人のとらえと相対的なとら

えに開きはないか、あらためて個々の実態に即して確認しておく必要がある。 

 

⑩ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（理科） 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R 7 年 度 R 6 年 度 R 7 年 度 R 6 年 度 

42 理科の勉強は好きですか 78 

(80.1) 

84.1 

(85.6) 

73.3 

(63.8) 

73.7 

(68.3) 

43 理科の授業の内容はよくわかりますか 90 

(88.9) 

 82.7 

(71.4) 

 



44 理科の授業で学習した考え方を普段の生活で活用で

きていますか 

60.2 

(63.2) 

 49.8 

(50.7) 

 

45 自然の中や日常生活、理科の授業において理科に関す

る疑問をもったり、問題を見出したりしていますか 

61.9 

(68.9) 

 59.2 

(56.5) 

 

 

〇㊷㊸「理科は好きか」という問いに昨年比が中学校はほぼ同数値であったが、小学校は 6％

下回った。授業の内容が理解できているかという問いには、小中ともに高い数値にて全国比

を上回った。理科離れを心配した年度もあったが、授業への興味関心は向上の兆しがみえる。 

○㊹㊺理科の授業で学んだことを普段の生活に生かしているかという問いについて、小学

校では、生活環境に即した単元が多く、学習で得た知識を活用する機会が多い。一方中学校

で得た学習内容は、物質の成り立ちであったり、地質や天気、天体であったりと日常から発

展した単元へと展開されるため、物理的に日常のものと関連づける機会は減少する。そうし

た中においても中学校は全国比を上回る結果になっている。 

 

⑪ 今回の全国学調に関わること「国語・算数（数学）」 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

R7 年度 R6 年度 R7 年度 R6 年度 

46 今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題がありま

した。それらの問題についてどのように解答しましたか 

※すべての書く問題で最後まで問題を解こうと努力した割合 

83.7 

(81.7) 

79.9 

(79.1) 

69.6 

(65.3) 

65.1 

(72.0) 

47 解答時間は十分でしたか（国語） 

※ちょうどよかった及び時間が余ったと答えた割合 

77.2 

(73.9) 

69.3 

(68.4) 

76.4 

(67.8) 

84.4 

(74.5) 

48 （小）今回の算数の問題では言葉や数、式を使って、わ

けや求め方などを書く問題がありました。それらの問題

について、どのように解答しましたか 

（中）今回の数学の問題では、解答を言葉や数、式を使

って説明する問題がありました。それらの問題につい

て、どのように解答しましたか 

 ※すべての書く問題で最後まで問題を解こうと努力した割合 

73.5 

(74.5) 

82.2 

(78.7) 

58.7 

(54.9) 

39.1 

(50.0) 

49 解答時間は十分でしたか（算数・数学） 

※ちょうどよかった及び時間が余ったと答えた割合 

81.7 

(80.4) 

85.5 

(84.2) 

76.2 

(73.2) 

84.4 

(74.7) 

 

〇㊻国語の問題を最後まで解こうとしているかの問いに、小中学校ともに昨年比を上回っ

た。また、㊼国語の解答時間について、小学校は解答時間に余裕はあったが、中学校では

8％下回っていることから、出題問題に難解な箇所のあったことが、㊻中学校の回答率か

らも推測できる。 

○㊽算数・数学の問題を最後まで解こうとしているかの問いに、中学校は昨年比 19.6%上回

り、全国比でも上回る結果となった。一方、小学校においては、昨年比を 8.7%下回って

おり、全国比でも、下回る結果となった。㊾の解答時間が十分であったかの問いに対して

全国比より上回っているものの、昨年より 3.8%下回っていることから、出題問題に難解

な箇所があったことが推測される。 

○上記取組に対する回答から、児童生徒に問題に対する向きあい方をあらためて指導した

い。具体的には、ひとつのやり方で解けない場合は、視点を変えて考えてみること、推測

する力を養うこと、既習内容を関連付けて解決策を探る力を身に着けること等がある。 

 

 



３ 令和７年度全国学力状況調査を受けて、取り組んでいく方針 

 (1)中野市全小中学校で進めている「学び合い」による授業改善をさらに進めていく。 

  令和６年度から中野市内全小中学校において、全体講師を招聘し、自主公開授業を行い、

「学びあい」を取り入れた授業改善を進めている。 

  ①【令和７年度各校が学び合い授業改善のために招聘している全体講師】 

 

 

     

【補足】 

   ※中野市教育委員会では、上記公開授業及び自校研修を支援するとともに、他校職員

にも積極的に参観を呼びかけ、研修を積んでいる。 

   ※「学び合い」を取り入れた授業改善とは 

   ・教師の画一的、説明的な「子ども不在」の一斉授業から、児童生徒が自ら問いを抱

き、互いの考えを聴き合い、深めていく「学びのある授業」への転回 

   ・子どもが前のめりになって学ぶ授業づくり(子どもたちが受け身的な授業に留まる

ことなく、思考過程を互いに聴き合い学びあうことで、自ら学んでいく授業) 

  ②令和 7年度全国学テを受けた授業改善の推進 

学校質問(学校職員による回答)に次の結果がある。( )内数値は全国 

番

号 

質問事項 中野市の小学生 中野市の中学生 

中野市 長野県 中野市 長野県 

50 前年度に、教員が授業で問題を抱えている場合、率

先してそのことについて話し合うことを行いまし

たか(週１回以上～月数回の回答を合算) 

85.7 82.9 

(79.1) 

75.0 74.3 

(64.9) 

51 前年度に、教員が学級の問題を抱えている場合、と

もに問題解決に当たることを行いましたか 

100 90.1 

(88.5) 

75.0 86.3 

(78) 

52 児童(生徒)の姿や地域の現状等に関する調査や各

種データなどに基づき、教育課程を編成し、実施

し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確

立していますか 

100 95.1 

(97.1) 

100 96.7 

(96.0) 

53 授業研究や事例研究等、実践的な研修を行ってい

ますか 

100 97.1 

(98.6) 

100 96.2 

(95.3) 

 

○教師が抱えている授業及び学級に対する問題について、中野市内の小中学校においては、

高い比率で週 1 回以上月数回職員間、保護者との相談を行っている。このことは、小学校

という詳細な連携をとる学校種の特性をみても高い水準にあるといえる。 

 また、52.53 の回答からも授業改善を意識した研修を行っている。では、このことが児童

中野小学校   成城大学 文芸学部教授兼成城学園教育研究所長  岩田 一正  

日野小学校   成城大学 文芸学部教授兼成城学園教育研究所長  岩田 一正  

延徳小学校   成城大学 文芸学部教授兼成城学園教育研究所長  岩田 一正 

平野小学校   東京大学名誉教授                佐藤  学 

高丘小学校   三重大学教育学部教授兼同教職実践高度化専攻教授 岡野  昇 

高社小学校   信州大学教育学部言語教育講師          大井 和彦 

      信州大学教育学部特別支援教育講師        楠見 友輔 

豊田小学校   一般社団法人麻布教育ラボ所長          村瀬 公胤 

南宮中学校   成城大学 文芸学部教授兼成城学園教育研究所長  岩田 一正 

中野平中学校  東京大学名誉教授                佐藤  学 

高社中学校   信州大学教育学部言語教育講師          大井 和彦 

      信州大学教育学部特別支援教育講師        楠見 友輔 

豊田中学校   一般社団法人麻布教育ラボ所長          村瀬 公胤 



生徒に実感として受け取られているかというと、課題は残る。 

 よって、全体講師からの指導が教師の実働としての学びであったり、子どもから遊離しな

い指導として位置づいたりしているか、自らの授業を省察をしていくことで、改善効果の

期待をしたい。 

(2)生活と関わらせた学習を大事にしていく。 

 教科書をたどる型にはまった授業でなく、子どもの発想を取り入れた柔軟な授業づくり

を進めたい。子どもは興味関心を抱き、「なぜ？」を追求していく時、教師の想像を超え

るエネルギーを発揮する。 

(3)「読む」ことの楽しみを 

 読書というと、思考・判断・表現力をつけるためにという「結果のよさ」に目が向きがち

であるが、より読書の魅力について語り、本にふれる楽しさをアピールしたい。 

(4)ICT 機器の活用 

 ICT 端末が、授業中いろいろな場面で活用されている。引き続き、学力向上と関わらせ、 

 どのような場面でどのような活用をしていけば学習効果が上がるのか情報を共有したい。 

(5)「教育力向上プラン」の推進 

 (1)第１回中野市校長会教育力向上小委員会 

①日時 6/5(木) 10 時 00 分～於:中野平中学校 

②今年度の重点案 

 A  学力向上 

           ・児童生徒にとって授業内容のわからない苦しさの認識と対応 

登校渋り、離席、教室からの逃亡を通して自分を守る行為へと転回する。

ただし、授業は理解できても友や教師との人間関係を築けない場合も

同様の転回がみられる。ここを職員複数の眼で見極め対応を検討して

いく。 

→(多様性を包み込む学びの環境づくり…視覚支援を通常級でも活用を) 

→(児童生徒が追究できる・したくなる学習) 

          →(友の考えを聴き、そこから考える学習) 

         

・友との学びあいが目に見える学力につながらないことの認識と対応 

         主体的な学びや共同的な学びは学び方を学ぶことであり、目に見える

点数としての学力については定着を図るための別の一手が必要。 

          →(主体的に自ら求めていく反復・暗記学習、習得へ誘う学習 

     ICT の効果的活用) 

        ・素材研究、教材研究からの教材づくり、見合う授業、模擬授業、研究会

へ積極的参加することの取組 

          →(本時つけたい力と目の前の子どもの具体の姿を一致させる) 

        ・本時の始まりと終末のイメージ化 

          →(始まり…今日は○○を解決する…の明確化) 

          →(終わり…まだ十分納得できないところを明らかにし、次時までに 

児童生徒一人一人が個人追究することの習慣化)           

          →(先生、今日の算数は何するの？といった依存型授業からの脱出) 

 

        ・家庭学習(自主学習)への働きかけ 

予習、復習定着のための反復学習と自ら補完自ら探究していく家庭学 

習の魅力とやりがいにせまることを理想論にしない。 

          →(家庭学習の手引を見直し、目標とするところは主体的な自主学習 

自ら計画を立て進めることがぶれない働きかけ) 

逃
避
か
ら
の
手
が
か
り 

定
着
と
授
業
づ
く
り 

課
題
追
究
の
授
業 

自
主
学
習
・
家
庭
学
習 



          →(中学生や高校生の先輩が家庭学習に取り組む姿をノートや映像、

書き込んだ教科書、読書する姿や本の紹介等からイメージし、憧れ

自分の将来を思い描く) 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

循環しながら発展していく授業 

       手がかり→定着と授業づくり→課題追究の授業→自主学習と家庭学習 

  

 

B 健全育成・心の教育 （情意的学力 他） 

・人権教育の推進とメディアコントロール、情報モラルに対する意識の向上 

     ・豊かな心を育てる取組（相手意識 コミュニケーション力の醸成 あいさつや

返事の励行 生活科や総合的な学習の時間での工夫、小中の交流活動等） 

     ・特別支援教育（誰もが尊重される、子どもの権利・安全の保障、公正な学び） 

C キャリアパスポートの有効利用 

        ・進路指導（自分のよさをどのように生かしていくか） 

        なりたい自分（どのような道を辿ってどのようになりたいか）の目標をもつ 

        ・中学校から高校への移行（高校との共同学習等） 

        ・キャリアパスポートについては進度等市内中学校でまちまちのため使いづら

いという話を高校側から指摘される。キャリア教育についてどのような学習を

し、どのようなキャリアパスポートのまとめ方をすることが高校側にとって有

意義な学習が進められるのかを情報共有していきたい。 

 

○記述式の問題に苦戦したのは大人になった私たちも同じ。苦手な子にはそれなりのやり方が… 

○暗記問題に苦戦したのは大人になった私たちも同じ。語呂合わせでも、年号の柱で記憶でも… 

○点数による学びは学力の道の途中経過でしかない(別途説明)が、自信につなげていく方法と手段を

もつ。 

学力向上にむけた各校の挑戦を共有しあいながら 


